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２ 意見

Ａ 川棚川水系河川整備計画検討委員会を経験した立場から

Ｂ 「健全な水環境」の実現をめざして微力を尽くしている一長崎県
民の立場から

Ａ 川棚川水系河川整備計画検討委員会を経験した立場から

官製の委員会がその委員構成で絶えず批判を浴びますので、委員会の委員構成をどのように
するのかの準備会議から始め、委員就任希望者に向けて公募もされたことを、まず記させて戴
きます。委員会は公平・中立の立場で運営され、討議において委員間に意見の違いもありまし
たが、最終的には構成委員の総意として「提言書」がまとめられ、前述されたように長崎県知
事に提出されました。委員長であった当方は極力自分の意見を申し上げることを控え、委員全
体の意見がまとめられることを優先して委員会運営を行いました。そのようなことを考慮すれ
ば、委員会でまとめられた「提言」を基にして策定された「川棚川水系河川整備計画」の内容
について、その後の過程において特段の瑕疵は認められておらず、遅蒔きながらも早急に計画
が実現することを強く望んでいます。

また、それこそが民主的手続きに適うものであり、「河川整備計画」の方針に沿って「苦渋
の選択をされ、ご協力戴いている」関係者への務めでもあろうかと思っています。
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Ｂ 「健全な水環境」の実現をめざして微力を尽くしている一長崎県
民の立場から

◎「治水計画」に関連して討議されるべき課題の一例

１）「確率降雨」の算出

２）確率規模の適用範囲
（上流域で1/30、下流域で1/100など）

３）「流出解析法」を用いた
「流出量」の計算

４）B/C（便益/費用）の評価

５）「超過洪水」の対策

６）等々

確率計算を行う際の
母集団の変化

「上下流問題」が関係
下流域では自領域でない領域に降った雨水に
対しても対処が求められる。

「流出解析法」の進歩
モデルを同定するうえでの課題
（「都市化」に伴う流出量の変化）

ダム建設に伴う便益(Benefit)は、努力次第で
いくらでも大きくすることが可能である。

「超過洪水」対策が必要なことは当然である。
しかし、責められるダム操作をしない限り、
ダムが造られていない時の流量を超えることはな
い。
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◎対処を要する課題

１）今後は、「決定論的(deterministic)」な議論ばかりではなく、「確率・統計論的
(stochastic)」な視点での議論も必要である。

２）「水関連科学」の裾野は広がっており、
「水理学」、「水文学」、「水質科学」、「水環境学」、「水域生態学」、等々の分野のこ
とが直ちに思い浮かぶが、例え「治水」のことに限定しても、「総合科学」の観点で討議し
て結果を出すことは容易ではない。

３）後述されるように、「石木ダム建設問題」は単独で討議されるような問題ではなく、多
くの重要な長崎県の県政上の課題と関連して討議されるべき問題である。

４）いずれにしても、「少子高齢化」や「人口流出問題」等々で、長崎県が衰退していくよ
うな事態だけはしっかりと避ける必要がある。
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Ⅲ．虚空蔵山の懐に抱かれた地域は本当に素晴らしいのに、何故、このようなこと
になっているのだろうか？

最初にお断りしておきますが、当方は「石木ダム建設の是非」について簡単に正解が得られるとは思っ
ていません。尤も、だからこそ知事さんもお困りなのは重々承知していますが・・・。

そして、ダムが建設されれば水没する家屋の方々の大変さは察して余りあるものと思っています。同
時に、石木ダム建設絶対反対同盟の方々が作られている「石木ダム問題ブックレット」などに目通しさ
せていただくと、「「蛍の里」に限らないであろうが、自然の良さを守りたい」、「生活していくうえ
で町にも近く、それほど不便を感じていない」、「素晴らしい環境を子供達、次の世代に伝えていきた
い」等々、いずれもが至極当然のことで、そのことに異を唱える気持ちは全くないことを記させていた
だきます。

ただ、杞憂になればそれに越したことはないのですが、『そのような“もっともな望み”が「石木ダ
ム建設」の行方だけに左右されるほど、世の中は甘いものなのだろうか？』といった素朴な疑問を抱い
てしまうのです。

このような疑問に答えを出すべく、「川棚川水系河川整備」のことながら、石木川周辺の生活環境、
社会環境を「虚空蔵山麓経済圏」の観点から考察してみようと考えました。
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１）虚空蔵山とその周辺地域    （図-1&2, 参照）
２）交通の大動脈と社会の変化  （図-3&4）
３）各自治体の生き残り戦略    （図-5&6）
４）そして、「石木ダム建設」の行方  （図-5）

図-1 川棚川水系流域概要図1) 図-2 川棚川流域図2)
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虚空蔵山

岩屋権現
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図-3 波佐見へのアクセス3)

図-4 虹色佐賀の観光地図4)
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図-3 波佐見へのアクセス3)
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岩屋権現（川棚町）10
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図-5 「虚空蔵山麓経済圏」の発展
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法輪寺

法輪寺
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『一歩を踏み出す精神』の大切さ！
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桟敷ヶ岳

愛宕山

まもなく佐々里峠

日吉ダム

世木ダム
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このような記述はしないでおこうとしたのに、そうはならず反省しています。「石木ダム建
設問題」に関して、この種の当り前の手続きをする段階はもう十分に過ぎているのではないか
と言うのが当方の思いです。（勿論、これからが本番ではありますが。）

「小異を捨てて、大同につく」という諺があります。尤も、そのようにだけ記すと誤解を招
きかねませんが、もちろん、「少数意見をも尊重しつつ、その違いを乗り越えて、大同団結す
ることが大切である」との意味であることは言うまでもないことです。

以上
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図-6 「水工交流の道」倭から百済へ5)

5) 野口正人(2026): 「水との暮らし in 長崎」を担当して感じた講義の難しさ，
長崎大学留学生教育・支援センター紀要，第８号，pp.3-16.

https://nagasaki-u.repo.nii.ac.jp/records/200425615
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